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　11月26日㈯、幌別東小学校で『収穫祭』が
行われました。
　田植えや稲刈りを通して貴重な体験をした
子どもたちは、収穫の喜びを味わいました。
※関連記事８ページ。

自分たちで収穫した『新米』を堪能
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　新年あけましておめでとうございます。
　年頭にあたり登別市議会を代表し、市民の
皆さまに謹んでご挨拶を申し上げます。
　市民の皆さまにおかれましては、希望にあ
ふれた新年をお迎えのことと、心よりお慶び
申し上げます。
　日ごろから議会活動に対し特段のご理解と
ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、本市議会では、議会基本条例の遵守
度と目標達成度を向上させるためのチェック
シートや議員自己評価表の導入など、議会基
本条例を常に意識した議会改革を進めてまい
りました。
　特に本年度は、総務・教育、生活・福祉、
観光・経済の各常任委員会における年間活動
計画の実効性をさらに高め、政策提言へとつ
なげることを目的に、重点活動テーマをそれ
ぞれ定め、これまで以上に活発な議会活動を
展開してまいりました。
　今後におきましても、市民の皆さまからい
ただいたご意見やご提案などを市政に反映で
きるよう活発な議論を重ね、市議会の改革・
活性化に取り組みながら、市民と協働する議
会を目指し、全力を尽くしてまいります。
　結びに、市民の皆さまにとりまして、本年
もご健勝で明るく、幸せにみちあふれた実り
多き年となりますことを心からご祈念申し上
げ、新年のごあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、幸多き新
春をお迎えのことと、お慶び申し上げます。
　昨年は、市民の皆さまと共につくり上げた
まちづくりの基本的な方向性を示す『登別市
総合計画第３期基本計画』（平成28年度～平
成37年度）の初年度として、総合計画基本構
想に描いたあるべきまちの姿に近づけるよう、
政策、施策の推進に取り組んでまいりました。
　中でも、福祉の分野におきましては、４月
に『登別市ぬくもりある手話条例』を施行し、
手話の推進を図るとともに、11月に道内では
初となる鳥取県との『あいサポート運動』の
協定を締結するなど、障がいのある方もない
方も、より暮らしやすい共生社会に向け着実
に取り組みを進めております。
　教育の分野におきましては、本年、鷲別小
学校の新校舎が完成し、供用を開始します。
その他の学校施設の耐震化と併せ、子どもた
ちが安心して学び育まれる環境の整備に努め
てまいります。
　また、東京オリンピック・パラリンピック
などの開催を契機に観光客の増加が見込まれ
ることから、市民の皆さんと共に魅力ある全
市観光に向けた取り組みを進めてまいります。
　結びに、本年が市民の皆さまにとりまして、
佳き年となりますことを心よりお祈りし、新
年のごあいさつといたします。

登別市議会議長 登別市長

天神林 美彦

新年のごあいさつ

小笠原 春一
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　新年あけましておめでとうございます。
　２０１６年は皆さんにとってどのような１年でしたか。
　新年は、自分自身のこれまでを振り返り、改めて自分の生活に意識を向け
る機会でもあり、これから１年の抱負や希望、夢などに思いを巡らせる方も
いるのではないでしょうか。
　今号では、新年の『新』という字をキーワードとして、さまざまな『新』
に関係する方に今年の抱負や目標についてお話を伺いました。
　皆さんは、今年、どんな『新』に向かって目標を立てますか。

※写真は、2016年の『広報のぼりべつ』の表紙です。
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▲�得意の中国語を生かし、
登別の見所を案内する
日栄さん（右）

▲�成人祭の成功に向けて
何度も行われるリハー
サル

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
『
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

に
住
み
た
い
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

実
家
の
あ
る
北
海
道
へ
の
移
住
を
考

え
始
め
て
い
た
と
き
、
登
別
市
役
所

の
『
移
住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
』
に

出
会
い
ま
し
た
。

　
『
移
住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
』
で

は
、
住
居
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
子

育
て
環
境
に
適
し
た
家
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
得
意
と
す
る
中
国
語
を
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
登
別
観
光
協
会

に
勤
め
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　
登
別
観
光
協
会
で
は
、
登
別
市
を

訪
れ
た
国
内
外
の
観
光
客
へ
の
見
所

紹
介
や
道
案
内
、
旅
行
相
談
、
温
泉

街
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
対
応
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
と

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、

成
人
祭
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
み

て
は
ど
う
か
、
と
父
か
ら
声
掛
け
が

あ
り
、
自
分
が
少
し
で
も
力
に
な
れ

る
の
な
ら
、
と
思
い
実
行
委
員
に
な

り
ま
し
た
。

　
せ
っ
か
く
実
行
委
員
に
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
笑
顔

に
な
り
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
成

人
祭
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
成

人
祭
の
テ
ー
マ
や
配
布
す
る
し
お
り
、

出
身
中
学
校
対
抗
の
ゲ
ー
ム
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
決
め
た
り
す
る

な
ど
、
ほ
か
の
実
行
委
員
と
一
緒
に

役
割
分
担
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
成
人
代
表
と
し
て
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、
今
か
ら

緊
張
し
て
い
る
の
で
す
が
、
当
日
、

落
ち
着
い
て
し
っ
か
り
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
移
住
を
し
た
こ
と
で
、
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
も
な
く
な
り

ま
し
た
し
、
人
と
人
と
の
温
か
い
つ

な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
自
然
環
境
の
よ
い
登
別
で

子
育
て
が
で
き
る
こ
と
は
家
族
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
移
住
は
大
き
な
決
断
で
し
た
が
、

子
ど
も
も
妻
も
私
も
、
の
び
の
び
と
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
新
天
地
・
登
別
で
、
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
ら
し
い
生
活
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
も
実
行
委
員
で
あ
る
と

同
時
に
、
二
十
歳
を
迎
え
る
新
成
人

で
す
。
こ
れ
ま
で
自
分
を
育
て
、
応

援
し
て
く
れ
た
両
親
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
し
、
多
く
の

方
の
支
え
が
あ
っ
て
、
無
事
に
成
人

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
就
職
す
る
の
で
、
生
活

環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
年
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
こ
と
で
精

い
っ
ぱ
い
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
新
成
人
と
し
て
視
野
を
広
く

持
ち
、
今
ま
で
以
上
に
周
り
に
も
目

を
向
け
、
相
手
を
気
遣
う
こ
と
の
で

き
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新

新

天地

成人

登別観光協会

日
ひ

栄
えい

政
まさ

人
と

さん
平成27年8月、道外から登別市に移住を決め
転入。堪能な中国語を生かし、登別観光協
会に勤務。

日本工学院北海道専門学校
テクノロジー科・２年生

小
お

川
がわ

翔
しょう

太
た

郎
ろう

さん
１月８日㈰に市民会館で開催する『平成29年
登別市成人祭』の実行委員を務め、自身も成
人を迎える。同成人祭では、新成人代表挨拶
も担う。

登別で子どもの成長を育みたい

感謝の気持ちを胸に、自立した
大人へ
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▲�わかりやすい新聞づくりのため、
毎日のように集まり熱のこもった
意見交換を行う編集会議

▲�日本工学院北海道専門学校で
優れた技術と知識を習得

　
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
１
回
生
（
中
学
１
年
生
に
あ

た
る
）
の
と
き
に
新
聞
局
に
入
局
し

ま
し
た
。
今
年
で
新
聞
局
員
歴
５
年

に
な
り
ま
す
。

　
新
聞
局
は
、
学
校
で
開
催
し
た
行

事
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
の
取
材
を
も
と
に
記
事
を
書
き
、

新
聞
と
し
て
年
間
50
号
ほ
ど
発
行
し

て
い
る
の
で
す
が
、
み
ん
な
に
校
内

の
出
来
事
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

学
校
の
歴
史
を
記
録
し
、
次
の
代
に

つ
な
い
で
い
く
と
い
う
役
目
も
担
っ

て
い
る
の
で
、
日
々
、
レ
イ
ア
ウ
ト

や
記
事
の
書
き
方
を
勉
強
し
て
、
よ

り
良
い
新
聞
を
作
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
側
で
し
た
が
、
先

輩
が
引
退
し
、
自
分
が
局
長
と
し
て

後
輩
た
ち
を
主
体
的
に
引
っ
張
っ
て

　
高
校
生
の
時
に
建
築
の
勉
強
を
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
も
の
づ
く

り
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
日
本
工

学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
建
築
学
科

に
進
学
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
、
建
築
計
画
や
材
料
、
構

造
力
学
な
ど
、
建
築
に
つ
い
て
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
中
で
、
工
場
や
倉
庫

な
ど
の
大
型
建
築
物
、
一
般
住
宅
、

店
舗
な
ど
の
屋
根
や
外
壁
な
ど
を
工

事
す
る
建
築
板
金
工
事
業
に
興
味
を

も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
周
囲
に
は
、
建
築
現
場
を
指
揮
す

る
現
場
監
督
の
職
に
就
く
友
人
も
い

ま
す
が
、
自
分
に
合
う
の
は
、
職
人

と
し
て
の
仕
事
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
の
で
す
。

　
社
長
と
の
面
接
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
と
て
も
気
さ
く
な
方
だ
っ
た
の

で
、
お
話
し
て
い
る
う
ち
に
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
、
建
築
へ
の
思
い
を
伝
え
る

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
輩
た
ち
が
自
分
と
一
緒
に
一
生

懸
命
に
新
聞
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
し
、
代
々

の
先
輩
た
ち
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
に
、
先
輩
た
ち
が
紡
い
で
き
た
新

聞
局
の
歴
史
を
み
ん
な
で
つ
な
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
受
験
も
控
え
て
い
ま
す
が
、

勉
強
と
部
活
の
両
立
を
し
な
が
ら
、

局
長
と
し
て
新
聞
局
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
内
定
を
い

た
だ
い
た
と
き
に
は
両
親
や
周
囲
の

友
人
も
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん

で
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
今
年
は
、
国
家
検
定
で
あ
る
建
築

板
金
技
能
士
の
合
格
に
向
け
、
働
き

な
が
ら
勉
強
し
、
技
術
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
技
術
を
生
か
し
て

工
事
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
登
別
に

住
む
方
の
暮
ら
し
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新

新

学年

社会人
日本工学院北海道専門学校
建築学科・２年生

屋
や

木
ぎ

一
かず

暁
あき

さん
室蘭工業高校在学時に建築関係の仕事に就
きたいと考えるようになり、日本工学院北
海道専門学校に進学。市内の建築板金工事
会社に就職が内定した。

北海道登別明日中等教育学校５回生　
新聞局・局長

猪
いの

股
また

隼
じゅん

平
ぺい

さん
平成28年８月から新聞局の新局長を務める。
同局は、同年11月に開催された『第60回全道
高等学校新聞コンクール』（北海道高等学校
文化連盟主催）の手書き・ワープロ部門で奨
励賞を受賞。

学校の様子や歴史を新聞で伝えていきたい

確かな技術をもった職人になり
たい
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取扱店・取扱所 指　定
ごみ袋

クリーン
チケット 取扱店・取扱所 指　定

ごみ袋
クリーン
チケット

登別温泉町 柏木町
登別温泉支所 ○ ぬのや ○ ○
サツドラ登別温泉１号店 ○ 新川町
サツドラ登別温泉２号店 ○ ユアーズうえだ ○
セイコーマート登別店 ○ タカハシ理容所 ○ ○
セブン・イレブン登別温泉店 ○ 桜木町
中登別町 サンクス登別桜木町店 ○ ○
三愛病院内売店 ○ コ－プさっぽろのぼりべつ桜木店 ○
サンクス中登別店 ○ ○ セブン・イレブン登別桜木町店 ○ ○
登別東町 若山町
セイコーマートなりた ○ イオン登別店 ○
堀合商店 ○ ローソン登別若山町店 ○
登別支所 ○ 富岸町
ホーマックニコット登別東店 ○ ツルハドラッグ登別富岸店 ○
コ－プさっぽろのぼりべつ東店 ○ マックスバリュ登別店 ○
でんきのシマムラ ○ ○ サッポロドラッグストアー富岸店 ○
セブン・イレブン登別東町店 ○ 新生町
登別本町 セブン・イレブン登別新生店 ○ ○
登和石油 ○ セイコーマート登別新生店 ○ ○
富浦町 アルファマート登別新生店 ○
井上商店 ○ ○ ホリタドラッグ ○
千歳町 ビューティースペースセシー ○
サンクス登別千歳町店 ○ ○ 栄町
幌別町 サンクス登別栄町店 ○
川井商店 ○ ○ ロ－ソン登別栄町店 ○
サンクス幌別２丁目店 ○ ダイワガス住設 ○
山岸商店 ○ ○ 富浜町内会（亀山会長宅） ○
セブン・イレブン幌別町5丁目店 ○ スーパーセンタートライアル登別栄町店 ○
ツルハドラッグ幌別店 ○ 若草町
ハマナスクラブ幌別店 ○ ○ DCMホーマック若草店 ○
中央町 ツルハドラッグ登別若草店 ○
伊達市農業協同組合登別支所 ○ セブン・イレブン登別若草町店 ○ ○
山本商店 ○ セイコーマート登別若草店 ○
原たばこ店 ○ ○ ローソン登別若草4丁目店 ○
ローソン登別中央町一丁目店 ○ 鷲別町
合田商店 ○ セブン・イレブン登別鷲別町1丁目店 ○ ○
ホームストアアーニス店 ○ 鷲別支所 ○
ツルハドラッグ登別中央店 ○ 中島薬局 ○ ○
市役所内母子会売店 ○ ○ スーパーラッキー広瀬商店 ○
セイコ－マ－ト登別中央店 ○ セブン・イレブン登別鷲別町5丁目店 ○
志田商店 ○ ○ 美園町
富士町 コ－プさっぽろしがイ－スト店 ○ ○
セイコーマート登別富士店 ○ 室蘭市
ホームストア幌別店 ○ ○ 室蘭工業大学生協 ○ ○

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

登別市指定ごみ袋等取扱店とクリーンチケット取扱所の一覧表
平成29年１月１日現在

6� 登別市指定ごみ袋等取扱店とクリーンチケット取扱所の一覧表



　
現
在
の
下
水
道
使
用
料
は
平
成
10

年
度
に
設
定
し
た
金
額
で
あ
り
、
今

後
も
安
定
的
に
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
下
水
道
使
用

料
が
適
切
な
水
準
に
あ
る
か
検
証
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
12

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
経

営
戦
略
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
４
年

ご
と
に
使
用
料
が
適
切
な
水
準
に
あ

る
か
検
証
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
策
定
し
た
経
営
戦
略
に

よ
り
検
証
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成

33
年
度
以
降
は
資
金
不
足
と
な
り
、

平
成
40
年
度
の
累
積
不
足
額
は
11
億

７
千
５
百
万
円
に
達
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
は
、
若
山
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
一
括
し
て
民
間

企
業
に
委
託
し
た
り
、
汚
水
の
処
理

に
よ
っ
て
発
生
す
る
汚
泥
を
少
な
く

す
る
設
備
を
導
入
し
た
り
す
る
な
ど
、

経
営
の
効
率
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
後
も
、
下
水
道
事
業

の
経
営
健
全
化
策
と
し
て
、
経
費
の

圧
縮
な
ど
を
進
め
て
い
く
も
の
の
、

資
金
不
足
額
の
規
模
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ら
の
経
費
圧
縮
策
の
み
で
は
不

足
額
を
賄
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
が
、
今
回
の
使
用
料
の
改
定
を
見

送
れ
ば
、
数
年
後
の
負
担
は
さ
ら
に

大
き
な
も
の
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
も
支
障

が
生
じ
る
た
め
、
平
成
30
年
に
は
、

下
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
検
証
の
結
果
、
平
成
30
年
度
か
ら

平
成
33
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
考
え

れ
ば
３
㌫
程
度
の
引
き
上
げ
で
資
金

不
足
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
34
年
度
以
降
の
４

年
間
で
見
る
と
、
人
口
減
少
に
よ
る

汚
水
量
低
下
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に

多
額
の
資
金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み

で
あ
り
、
平
成
34
年
度
に
は
20
㌫
以

上
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
20
㌫
以
上
の
引
き
上
げ
と
な
れ
ば
、

標
準
的
な
家
庭
で
年
間
１
万
円
近
く

の
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来

の
急
激
な
引
き
上
げ
を
回
避
す
る
た

め
に
も
、
市
は
平
成
30
年
か
ら
の
８

年
間
で
、
そ
の
期
間
の
資
金
不
足
額

を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成

30
年
１
月
１
日
に
下
水
道
使
用
料
を

平
均
14
・
88
㌫
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
現
時
点
に
お
け
る

市
の
考
え
方
で
あ
る
た
め
、
方
針
決

定
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
代
表

や
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
方
に
意
見

を
伺
う
場
と
し
て
『
下
水
道
事
業
運

営
審
議
会
』
を
開
催
し
、
諮
問
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
は
、

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
お
知
ら
せ
す
る

ほ
か
、
市
の
考
え
方
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
直
接
説
明
す
る
住
民
説
明
会
を

平
成
29
年
１
月
23
日
㈪
か
ら
25
日
㈬

ま
で
に
か
け
て
、
市
内
３
カ
所
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

※�

詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
健
全
化

へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
審
議
会
や
市
議
会
か
ら
の
意
見

を
参
考
に
方
向
性
を
示
し
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に

安
定
し
た
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
平
成
40
年
度
ま
で
の

12
年
間
の
経
営
見
通
し
と
安
定
経
営
に
必
要
な
取
り
組
み
を
『
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
』
と
し
て
ま
と
め
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
12
月
号
で
は
、
そ
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
関
す
る
市
の
考
え
方
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
現
状

下
水
道
使
用
料
の
改
定
案
の
内
容

現時点で市が考える改定案
※引き上げ時期や平均改定率は、現時点では決定していません。今後、広くご意見をお聞きし検討します。
［引き上げ時期］平成30年１月１日
［平均改定率］　14.88％（�１カ月の水道使用量20㎥の一般家庭の改定率）

◎料金の値上がり例
　 改定前 　基本料金1，320円＋超過料金1７0円×12㎥＝3，360円（税別）
　 改定後 　基本料金1，520円＋超過料金195円×12㎥＝3，860円（税別）

◎料金表
水道の使用量 金　額

➡

水道の使用量 金　額

一般用

基本料金 ８㎥までの水
量 1,320円

一般用

基本料金 ８㎥までの水量 1,520円

超過料金
（１㎥に
つき）

８㎥を越え20
㎥までの水量 170円

超過料金
（１㎥に
つき）

８㎥を越え50
㎥までの水量 195円20㎥を越え50

㎥までの水量 175円
50㎥を越える
水量 180円 50㎥を越える

水量 208円

公衆
浴場用

基本料金 100㎥までの
水量 2,500円

公衆
浴場用

基本料金 100㎥までの水量 2,500円
超過料金
（１㎥に
つき）

100㎥を超え
る水量 25円

超過料金
（１㎥に
つき）

100㎥を超え
る水量 25円

改定前

１カ月で500円の負担増

改定後

7 下水道使用料の改定について



　
11
月
25
日
㈮
、
登
別
青
嶺
高
校
で
『
消
費
生
活
出
前

講
座
』
（
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主
催
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

約
一
年
後
に
就
職
や
進
学
を
控
え
る
同
校
の
２
年
生

を
対
象
に
、
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
喚
起
を

行
う
た
め
実
施
し
た
同
講
座
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
実
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
た
ほ
か
、

騙
す
人
と
騙
さ
れ
る
人
を
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
が
演
じ
、
多

重
債
務
を
抱
え
る
事
例
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
、
「
自
分
も
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
気

を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
ご
う

▲�消費者トラブルを擬似体験する生徒

11
� 25

11
� 20

　
11
月
20
日
㈰
、
市
民
会
館
で
『
男
女
共
同
参
画
作
品

表
彰
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
小
学
４
年
生
か
ら

高
校
生
ま
で
を
対
象
に
男
女
共
同
参
画
社
会
を
表
現
し

た
標
語
な
ど
を
募
り
、
40
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
『
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
６
』
（
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
会

議
、
公
益
財
団
法
人
北
海
道
女
性
協
会
主
催
）
で
は
、

弁
護
士
の
小こ

林ば
や
し
由ゆ

紀き

さ
ん
が
、
老
後
の
お
金
や
健
康
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題
解
消
に
役
立
つ
支
援
制

度
や
心
掛
け
に
つ
い
て
講
演
。
参
加
者
は
「
安
心
し
て

老
後
を
迎
え
る
た
め
に
役
立
つ
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

『
男
女
共
同
参
画
作
品
表
彰
式
』
と

『
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
』

男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
社
会
に

▲�力作をたたえ、表彰状を贈ら
れる児童

▲�講演に真剣に聞き入る参加者

　
11
月
26
日
㈯
、
幌
別
東
小
学
校
を
会
場
に
、
幌
別
小
学
校
、
幌
別
東
小
学
校
、
幌

別
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
な
ど
が
収
穫
し
た
新
米
を
味
わ
う
『
収
穫
祭
』
（
登
別
市

学
校
支
援
地
域
本
部
実
行
委
員
会
・
幌
別
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
収
穫
祭
は
、
５
月
に
ふ
れ
あ
い
農
園
（
千
歳
町
）
で
行
っ
た
苗
の
植
え
付
け

か
ら
、
10
月
に
行
っ
た
稲
穂
の
刈
り
取
り
ま
で
の
稲
作
を
体
験
し
て
、
実
際
に
自
分

た
ち
の
手
で
収
穫
し
た
コ
メ
を
食
べ
て
も
ら
う
学
校
支
援
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
平

成
４
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
コ
メ
は
『
な
な
つ
ぼ
し
』
120
㌔
㌘
で
、
『
の
ぼ
り
べ
つ
豚
』
を
使
用
し

た
豚
丼
と
し
て
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
お
い
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
「
田
植
え
を
し
た
と
き
か
ら
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
、
コ
メ
の
収
穫
を
喜
び
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
農
園
『
収
穫
祭
』

田
植
え
か
ら

コ
メ
が
で
き
る
ま
で
を
体
験

▲�成長を願い手作業で丁寧
に行った『田植え』

▲�たわわに実った稲穂を見
て喜びを感じた『稲刈り』

▲�育てたお米を食べて食の大切さを感じた『収穫祭』
11
� 26
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11
� 27

　
11
月
26
日
㈯
、
札
幌
市
の
白
石
区
複
合
庁
舎
で
開
催

さ
れ
た
『
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
設
立
40
周
年
・
白
石
郷

土
館
開
設
記
念
式
典
』
に
お
い
て
、
登
別
市
長
と
札
幌

市
白
石
区
長
に
よ
る
『
登
別
市
・
札
幌
市
白
石
区
交
流

宣
言
』
の
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

札
幌
市
白
石
区
と
登
別
市
は
、
宮
城
県
白
石
市
の
仙

台
藩
白
石
城
主
片
倉
家
の
主
従
が
明
治
の
初
め
に
移
り

住
ん
だ
と
い
う
共
通
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
な

ゆ
か
り
か
ら
、
宮
城
県
白
石
市
を
含
め
た
一
区
二
市
の

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

署
名
式
で
は
、
登
別
市
と
白
石
区
の
永
遠
の
友
好
と

変
わ
ら
な
い
交
流
を
誓
い
ま
し
た
。

登
別
市
・
札
幌
市
白
石
区
交
流
宣
言
署
名
式

永
遠
の
友
好
と
交
流
を

▲�交流宣言書を掲げる小笠原市長（左）、白石区長（右）と立
会人の白石市長（中央）

　
11
月
27
日
㈰
、
し
ん
た
21
で
、
鳥
取
県
の
平ひ

ら

井い

伸し
ん

治じ

知
事
を
お
招
き
し
て
『
「
あ

い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
協
定
締
結
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
鳥
取
県
と
登
別
市
で

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
は
、
多
様
な
障
が
い
の
特
性
や
障
が
い
の
あ
る
人
が

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
解
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
や
配
慮
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
運
動
で
す
。
平

成
21
年
に
鳥
取
県
が
開
始
し
て
か
ら
、
７
県
・
２
市
・
５
町
が
鳥
取
県
と
協
定
を
結

び
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
の
締
結
は
、
北
海
道
の
市
町
村
と

し
て
は
初
め
て
で
あ
り
、
全
国
の
市
で
は
３
番
目
と
な
り
ま
す
。

協
定
締
結
後
に
平
井
知
事
は
、
「
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
を
継
承
し
て
く
れ
た

こ
と
に
あ
り
が
た
く
思
う
」
と
述
べ
、
「
北
の
大
地
で
、
登
別
市
と
共
生
社
会
の
モ

デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
は
、
今
回
の
協
定
を
基
に
鳥
取
県
と
連
携
を
図
り
、
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』

の
実
施
や
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
の
認
定
制
度
の
運
用
な
ど
、
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運

動
』
の
周
知
や
、
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
を
実
践
す
る
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
協
定
締
結
式

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
目
指
し
て

▲�協働について熱心に意見を交わす参加者

　
11
月
26
日
㈯
、
ホ
テ
ル
平
安
で
『
登
別
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
40
人

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
25
年

か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
き
た
の
わ
』
の
宮み

や

本も
と

奏か
な
で

さ
ん
・
東と

う

田だ

秀ひ
で

美み

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
協
働
の
講
話
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
交
互
に
行
う
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
参
加
者
が
６
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
「
私
の
身
近
に
あ
る
『
協
働
』
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
？
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
講
話
の
内

容
を
踏
ま
え
て
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

『
協
働
』
に
つ
い
て

共
に
考
え
、
共
に
学
ぶ
11
� 26

11
� 26

▲�協定書を掲げる平井知事（右）と小笠原
市長（左）

▲�協定式のオープニングに行われた『湯
ゆ

乃
の

華
か

太
だい

鼓
こ

』による和太鼓の演奏
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

ランチボックス
『
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
』
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
知
り
合
っ
た
方
た
ち
が
、
子
ど

も
の
お
弁
当
に
入
れ
る
お
い
し
い
お

か
ず
の
作
り
方
を
料
理
の
上
手
な
お

母
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う
た
め
、
平

成
９
年
に
結
成
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー

は
30
代
か
ら
60
代
ま
で
の
女
性
13
人

で
、
毎
月
第
１
土
曜
日
の
18
時
か
ら

鷲
別
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

結
成
当
初
に
お
か
ず
の
作
り
方
を

教
え
て
い
た
吉よ

し

村む
ら

よ
し
子こ

さ
ん
が
管

理
栄
養
士
の
資
格
を
取
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
現
在
は
、
家
庭
で
で
き
る
ヘ

ル
シ
ー
な
料
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
代
表
の
酒さ

か

井い

千ち

鶴づ
る

さ
ん
は
「
毎

回
、
管
理
栄
養
士
直
伝
の
レ
シ
ピ
を

教
え
て
も
ら
い
、
一
般
的
に
手
に
入

る
素
材
で
、
ヘ
ル
シ
ー
で
安
く
て
お

い
し
い
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

活
動
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
楽
し
そ
う
に
料
理
に

取
り
組
ん
で
い
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
。
酒
井
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
同
士

が
と
て
も
仲
が
良
く
、
料
理
を
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ま

に
し
か
来
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
で

も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
一
緒
に
料
理

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
入
会
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

入
会
し
て
２
年
の
小こ

林ば
や
し

さ
ん
は
、

「
塩
分
を
そ
れ
ほ
ど
使
わ
な
く
て
も

お
い
し
い
料
理
が
作
れ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ば
か
り

で
、
楽
し
く
料
理
を
教
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

吉
村
さ
ん
（
☎
090

－

５
２
２
４

－

３

１
６
２
）
ま
で
。

▲�仲良くヘルシー料理を作るメンバー

安くておいしくて体にい
い料理を私たちと一緒に
楽しく作ってみませんか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
48
回

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用

日
本
に
は
現
在
110
の
活
火
山
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
50
の
火
山
で
火
山
活
動
を
常
時

観
測
・
監
視
し
て
い
ま
す
。
胆
振
地
方
の

有
珠
山
・
樽
前
山
・
倶
多
楽
も
常
時
観
測

火
山
で
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
運
用
し
て

い
ま
す
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
火
山
周
辺
の
住

民
な
ど
が
『
と
る
べ
き
防
災
対
応
』
を
５

段
階
に
区
分
し
て
、
噴
火
警
報
・
予
報
と

共
に
発
表
す
る
指
標
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
、
発
表
時
に
と
る
べ
き
行
動
の

目
安
で
あ
る
『
キ
ー
ワ
ー
ド
』
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

火
山
灰
に
ご
注
意
を

火
山
が
噴
火
し
た
と
き
に
は
火
山
灰
が

降
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
象
庁
で
は
降

灰
予
報
を
発
表
し
て
、
降
灰
の
範
囲
や
降

灰
の
始
ま
る
時
間
、
降
灰
量
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
火
山
灰
が
目
に
入
っ

た
り
吸
い
込
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
、
ゴ
ー

グ
ル
や
マ
ス
ク
な
ど
で
防
護
す
る
ほ
か
、

外
出
を
控
え
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
『
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
』

▼
問
い
合
わ
せ

　
室
蘭
地
方
気
象
台

�

（
☎
㉒
４
２
４
９
）

※�発表時にとるべき具体的な行動
については、気象庁ホームペー
ジで確認してください。

▲�胆振地方の常時観測・監視され
ている火山

レベル別のキーワード
レベル キーワード
レベル５ 避難
レベル４ 避難準備
レベル３ 入山規制
レベル２ 火口周辺規制

レベル１ 活火山であること
に留意

有珠山 樽前山

倶多楽

10� 知って備える防災メモ・仲間たち



▲�温かい雰囲気の中、笑顔で活動する鷲別
婦人会の皆さん

「
鷲
別
婦
人
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て
、
鷲
別
地
区
を
元
気
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動

で
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
す
よ
」
と
話
す
雨
洗
さ
ん
。

　
11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
鷲
別
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
鷲
別
地
区
文
化
展
で

は
、
36
年
間
に
わ
た
っ
て
同
会
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
レ
シ
ピ
で
作
る
、
醤
油

味
の
『
文
化
だ
ん
ご
』
２
千
個
の
無
料

振
る
舞
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
毎
年
多
く
の
方
が
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
雨
洗

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
炊
き

出
し
を
は
じ
め
、
１
年
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
会

員
の
皆
さ
ん
に
は
「
無
理
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
ね
」
と
お
伝
え
し
て
い
る
の

で
す
が
、
忙
し
い
中
で
も
積
極
的
に
参

「
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
会

の
活
動
が
地
域
住
民
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
私
た
ち
自
身
が
楽
し
ん
で
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
で

必
要
と
さ
れ
、
生
き
が
い
を
感
じ
ま
す

し
、
会
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
安
心
で
き

る
居
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
」
。

い
つ
も
会
の
活
動
を
楽
し
み
に
参
加

し
て
い
た
方
が
来
な
い
日
が
続
く
と
体

調
を
伺
い
に
行
く
な
ど
、
地
域
で
の
見

守
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
60
年
間
、
鷲
別
婦
人
会
が
続
い
て

い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
諸
先
輩
や
現
在
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
努
力
と
地
域
を
思
う
心
が
あ
る
か
ら

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
楽
し
く
仲
良
く
活
動
し
て

地
域
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

鷲
別
婦
人
会
は
、
今
日
も
ま
ち
を
元
気

に
し
て
い
ま
す
。

加
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
会
は
い
つ
も

活
発
で
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
会
の
運

営
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
助
け

が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
。

互
い
を
思
い
や
り

笑
顔
で
活
動

人
の
心
が
地
域
を
つ
く
る

昭和15年、歌志内市生まれ。76歳。
昭和36年、結婚を機に登別市に転入後、昭和48年に鷲別婦人
会に入会し、平成23年からは同会会長を務める。さらに、鷲
別中学校のＰＴＡ役員を終えた後、その経験を生かし、昭和
57年からは町内会活動に参加。以降、鷲別地区連合町内会や
市連合町内会の副会長なども担い、まちづくり活動になくて
はならない存在となっている。

雨
あめ

洗
あらい

康
やす

江
え

さん（常盤町）
　昭和32年に発足し、平成28年11月で創立60
年目を迎えた鷲別婦人会は、鷲別地区９町内
会の女性で構成する団体であり、現在30人が
会員として活動しています。
　同会は、発足から現在まで、鷲別中学校区
学校支援地域本部地域教育協議会主催の『も
ちつき』や清掃などのボランティア活動、鷲
別地区で行っている津波避難訓練時の炊き出
し、鷲別海岸海洋浴ウォーキングまつりでの
鮭汁作りを担うなど、地域のさまざまな活動
を支え、鷲別地区に元気を与えています。
　今回は、同会の活発な活動内容や地域への
思いなどを同会の会長を務める雨洗康江さん
に伺いました。

地域を思う心が地域
の元気づくりにつな
がっています。
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

２月の粗大ごみ収集

収集の申し込み
㈲登和清掃（☎�０２００）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160円）』
を貼って出してください。（１回につき５品まで）

室蘭税務署からのお知らせ 　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

８
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
７
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
７
期
）
、
市
・
道

民
税
（
第
４
期
）
の
納
期
限
は
１
月

31
日
㈫
で
す
。

　
高
校
や
短
期
大
学
、
大
学
、
専
修

学
校
な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
の
費

用
を
支
援
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融�

資
限
度
額
　
生
徒
・
学
生
１
人
に

つ
き
350
万
円
以
内

利�

率
　
年
１
・
81
㌫
（
平
成
28
年
11

月
10
日
現
在
）

※�

融
資
対
象
の
学
校
や
世
帯
の
収
入

に
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
日
本
政
策
金
融
公
庫
・

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
－

008

－

656
）

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）
、

税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１
５
５
）

　
下
水
道
の
整
備
が
進
み
、
し
尿
処

理
世
帯
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

手
数
料
収
入
も
減
少
し
、
下
水
道
世

帯
と
の
負
担
の
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
、
し
尿
処

理
手
数
料
・
浄
化
槽
汚
で
い
処
分
手

数
料
を
改
定
し
ま
す
。

◎
改
定
額

◦
し
尿
処
理
手
数
料

　
改
定
前
　
40
㍑
に
つ
き
217
円

　
改
定
後
　
40
㍑
に
つ
き
309
円

◦
浄
化
槽
汚
で
い
処
分
手
数
料

　
改
定
前
　
40
㍑
に
つ
き
23
円

　
改
定
後
　
40
㍑
に
つ
き
37
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
平
成
29
年
度
の
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
期
限
は
、
１
月
31

日
㈫
で
す
。

　
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、
償
却
資
産

（
事
業
用
の
資
産
）
に
つ
い
て
も
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
償
却
資
産

を
お
持
ち
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

市
は
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
や
不
明
点
が
あ
る
場
合
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
者
名
　
株
式
会
社
溝
淵
建
設

◦�

変
更
前
　
札
幌
市
北
区
西
茨
戸
５

条
１
丁
目
２

－

17

◦�

変
更
後
　
札
幌
市
北
区
百
合
が
原

５
丁
目
６

－

17

問�

い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ
（
☎
�
５
５

１
０
）
、
下
水
道
Ｇ
（
☎
�
９
０

５
２
）

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
５
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
の
教
育
ロ
ー
ン

し
尿
処
理
手
数
料
、
浄
化
槽

汚
で
い
処
分
手
数
料
の
改
定

１
月
は
償
却
資
産
（
固
定
資

産
税
）
の
申
告
月
で
す

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
住
所
変
更
と
排
水
設
備
工

事
指
定
店
の
営
業
所
移
転
の

お
知
ら
せ

　平成28年分の『給与所得の源泉徴収票
等の法定調書』や『給与所得の源泉徴収
票等の法定調書合計表』の提出は所轄税
務署長へ、『給与支払報告書（個人別明
細書・総括表）』や『退職所得の特別徴
収票』などの提出は受給者の住所地の市
町村長へそれぞれ区分して１月31日㈫ま
でに提出してください。
※�税務署提出の法定調書は、ｅ

イ ー タ ッ ク ス

－Ｔａｘ
やＣＤ、ＤＶＤ、ＭＯ、フロッピー
ディスクなどでも提出できます。
▶問い合わせ
◦�法定調書関係　室蘭税務署（管理運営
部門）（☎㉒４１５１）
◦�給与支払報告書関係　税務グループ
� （☎�１１５５）

◦個人事業者の消費税と地方消費税　
　３月31日㈮まで
◦贈与税　２月１日㈬～３月15日㈬

地　区 収集期間 申込期間

柏木町 ２月６日㈪～
２月11日㈯　

１月23日㈪～
２月３日㈮　

常盤町 ２月13日㈪～
２月18日㈯　

１月30日㈪～
２月10日㈮　

桜木町 ２月20日㈪～
２月25日㈯　

２月６日㈪～
２月17日㈮　

幌別町 ２月27日㈪～
３月４日㈯　

２月13日㈪～
２月24日㈮　

●法定調書の提出について

●消費税及び地方消費税、贈与税の
　確定申告受付期間
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



家族の時間づくりプロジェクトにご協力を

利用可能施設名 特典内容（割引後料金）
中学生以下 保護者 営業時間 備考

登別マリンパークニクス 500円 1,225円 ９時～17時 駐車場無料
のぼりべつクマ牧場 500円 1,296円 ８時30分～16時30分 駐車場無料
登別伊達時代村 500円 1,500円 ９時～16時 駐車場無料

市民プール 無料 無料 10時～21時
トレーニングルームの使用は中
学生以上が対象です（別途料金
が掛かります）

総合体育館 無料 無料 ９時～21時
ふぉれすと鉱山（宿泊） 無料 １人だけ無料 14時～11時
ふぉれすと鉱山（歩くスキー） 無料 無料 　　９時～17時30分
サンライバスキー場 一日券無料 一日券1,500円 ９時～16時
おもちゃの博物館
『古趣　北乃博物館』 無料 無料 10時～16時 土・日曜日のみ開館
郷土資料館 無料 無料 10時～16時
※表中に記載の金額は、割引後の利用料です。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
の
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
加
入
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態

の
備
え
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
20
歳

に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
種
類

①�

第
１
号
被
保
険
者
　
学
生
、
自
営

業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
第
２
号
、

第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い

方
②�

第
２
号
被
保
険
者
　
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
で
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方

③�

第
３
号
被
保
険
者
　
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加�

入
手
続
き
　
①
の
方
は
年
金
・
長

寿
医
療
グ
ル
ー
プ
や
各
支
所
、
③

の
方
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
通
し
て
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

※�

②
の
方
は
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

手
続
き
に
併
せ
て
行
う
た
め
、
個

別
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

手�

続
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
資
格

取
得
届
、
印
鑑

※�

年
金
手
帳
と
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
資
格
取
得
届
は
、
年
金
事

務
所
か
ら
届
い
て
い
る
場
合
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
『
学
生
納

付
特
例
』
や
『
納
付
猶
予
制
度
』

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入

手
続
き
と
併
せ
て
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

　
調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
る
方
は
、

『
調
理
師
業
務
従
事
者
届
』
を
提
出

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

対�

象
　
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
、

学
校
や
病
院
、
事
業
所
、
社
会
福

祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

寄
宿
舎
、
多
人
数
に
飲
食
物
を
調

理
し
て
提
供
し
て
い
る
施
設
な
ど

の
ほ
か
、
飲
食
店
業
、
魚
介
類
販

売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
従
事

し
て
い
る
方

届
出
期
限
　
平
成
29
年
１
月
15
日
㈰

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
保
健
所
企
画
総

務
課
企
画
係
（
☎
㉔
９
８
４
４
）

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
『
国
民
年
金
』

調
理
師
業
務
従
事
者
届

の
提
出
に
つ
い
て

　利用には『利用券』が必要で、対象の家庭に
は学校から配布します。保護者の皆さんは、実
施期間に合わせて可能な限り休暇を取得し、プ
ロジェクトへの参加をお願いします。

　市は、親子で有意義な時間を過ごしてもらえるよう、市内の小・中学校で暦にない独自の３連休を創出
する事業『家族の時間づくりプロジェクト』を実施しています。
　実施期間中は市内のテーマパークや公共施設を割引価格で利用できます。
　地域の活性化にもつながりますので、ぜひご利用ください。
▶実施期間　平成29年１月27日㈮～29日㈰（３連休）
　※期間中、保護者と一緒に過ごせるよう、金曜日を学校休業日としています。
▶割引特典　

問い合わせ　学校教育グループ（☎�１１６２）

　実施期間には、平日の一日を組み合わせてい
るため、親子で当プロジェクトに参加するため
には、保護者が休暇を取得する必要があります。
休暇の取得について、企業の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。

保護者の皆さんへのお願い 企業の皆さんへのお願い
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今
年
の
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給

に
最
低
限
必
要
な
供
給
予
備
力
３
㌫

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、

電
力
需
給
見
通
し
に
は
、
皆
さ
ん
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
節
電
分
を

２
会
議
室
、
②
は
市
役
所
３
階
・

契
約
・
管
財
グ
ル
ー
プ
に
持
参

※�

郵
送
の
場
合
は
、
２
月
16
日
㈭
必

着
で
契
約
・
管
財
グ
ル
ー
プ
（
〒�

059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
）

※�

受
理
票
の
返
送
を
希
望
す
る
場
合
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
契
約
・
管
財
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
８
４
）

◦�

誓
約
書
（
市
指
定
様
式
）

◦�

市
税
等
納
付
状
況
調
査
同
意
書

　
（
市
指
定
様
式
）

◦�

法
定
保
険
加
入
状
況
等
一
覧
表

（
市
指
定
様
式
）

◦�

社
員
名
簿
（
市
指
定
様
式
）

②
物
品
購
入
・
小
規
模
修
繕
な
ど

◦�

物
品
購
入
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
契
約
・
管
財
グ

ル
ー
プ
備
え
付
け
の
市
指
定
様
式
）

※�

小
規
模
修
繕
は
、
建
設
業
の
許
可

を
受
け
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
建
設
工
事
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
事
業
者
で
も
申
請
で
き

ま
す
。

※�

市
指
定
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提�

出
方
法
　
①
は
市
役
所
３
階
・
第

　
市
は
、
平
成
29
・
30
年
度
の
建
設

工
事
や
設
計
、
測
量
、
物
品
購
入
な

ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業

者
の
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

期�

間
　
２
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
～
16
時

事
業
種
別
・
提
出
書
類

①
建
設
工
事
・
設
計
・
測
量
な
ど

◦�

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
登
別
建
設
協
会
取

り
扱
い
の
（
一
社
）
北
海
道
土
木

協
会
発
行
の
市
町
村
統
一
様
式
）

　
従
業
員
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し

て
い
る
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
（
給
与
天
引

き
）
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
に
応

じ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
事
業
者
に

対
し
、
法
律
に
基
づ
き
特
別
徴
収
義

務
者
に
指
定
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

見
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
電
力
株
式
会

社
室
蘭
支
店
（
☎
㊼
１
１
１
１
）

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
北
海
道
胆
振
総
合
振
興

局
納
税
課
（
☎
㉔
９
５
８
６
）

　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
担
当
の
『
登

別
市
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域

施
策
編
）
（
案
）
』
と
高
齢
・
介
護

グ
ル
ー
プ
担
当
の
『
登
別
市
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
・
施
行
規
則
の
一
部
改
正

（
案
）
』
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
11

月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
意
見
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
意
見
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
案
の
内
容
や
関
連
資
料
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
、
市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、

市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ

ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
担

当
グ
ル
ー
プ
に
閲
覧
フ
ァ
イ
ル
を
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�

５
７
２
０
）

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

建
設
工
事
・
物
品
購
入
や
小
規

模
修
繕
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収

で
納
め
ま
し
ょ
う

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
の
実
施
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　市民プール行きの往復バス料金と入
館料を合わせた『市民プールバスパッ
ク』を販売しています。運動不足解消
に、市民プールをぜひご利用ください。
▶バスの利用区間
（千代の台線）
・上鷲別入口～市民プール前
（郊外線）
・鷲別～クリンクルセンター前
・汐見坂～クリンクルセンター前
・�登別温泉ターミナル～クリンクルセ
ンター前
▶�パック券販売所　市民プール、鷲別
公民館、市役所内母子会売店、市民
会館、道南バス若山営業所、道南バ
ス登別温泉ターミナル、川西燃料店
▶パック料金� （単位：円）

※�鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別
方面は汐見坂、登別温泉方面は登別
温泉ターミナルを起点とします。
※�パック券の利用は、市内からの乗車
に限ります。バスを乗り継ぐ場合は
利用できません。
問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）

『市民プールバスパック』
をご利用ください

区　分 乗車区間
運賃＋入館料
通常料金 パック料金

一　般
鷲別方面、
登別方面～
市民プール、
クリンクル
センター前

1,120 900
65歳以上 920 700
高校生 820 600
中学生 720 500
小学生 420 300
一　般

登別温泉方
面～
市民プール、
クリンクル
センター前

1,420 1,000
65歳以上 1,220 800
高校生 1,120 700
中学生 1,020 600
小学生 560 350
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　
集

日
時
　
１
月
26
日
㈭
18
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
特
徴
や
特

異
性
、
生
息
す
る
生
き
物
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・

登
別
理
事
長
・
堀ほ

り

本も
と

宏ひ
ろ
し

さ
ん

定
員
　
100
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

入
場
無
料
で
す
が
、
入
場
券
が
必

要
で
す
。
入
場
券
は
市
役
所
、
各

支
所
、
市
民
会
館
、
ク
リ
ン
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

『
温
泉
熱
』
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
て
い
け
る
か
を

テ
ー
マ
に
講
師
を
招
き
、
講
演
会

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催

講�

師
　
熊
本
県
小
国
町
議
会
副
議
長
・

穴あ
な

井い

帝て
い

史し

さ
ん

定
員
　
100
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
１
月
13
日
㈮
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２

１
７
１
、
思
�
５
３
０
２
、
Ｅ
メ

ー
ル
：shoko@

city.noborib�
etsu.lg.jp

）

日
時
　
１
月
18
日
㈬
14
時
～
17
時

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安

内�

容
　
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

日
時
　
１
月
24
日
㈫
18
時
30
分

場
所
　
鷲
別
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

●
幌
別
地
区

日
時
　
１
月
25
日
㈬
18
時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

※�

都
合
の
よ
い
会
場
に
、
当
日
、
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

　
使
用
料
改
定
が
必
要
と
な
っ
た
理

由
、
改
定
を
行
う
場
合
の
額
や
時
期

に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
け
る
市
の

考
え
方
を
説
明
し
ま
す
。

●
登
別
地
区

日
時
　
１
月
23
日
㈪
18
時
30
分

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー
２
階
講
堂

●
鷲
別
地
区

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
で
の
電
子
証
明
書
の

新
規
発
行
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
近
い
方
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

へ
の
切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
郵
送

や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
申
請
が
可
能
で
す
。

※�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
カ
ー
ド
の
表
面
に
表
示
し
て

い
ま
す
。

　�

ま
た
、
格
納
し
て
い
る
電
子
証
明

書
の
有
効
期
間
（
３
年
間
）
は
発

行
時
に
お
渡
し
し
て
い
る
電
子
証

明
書
の
写
し
な
ど
で
確
認
で
き
ま

す
。
　

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
交

付
ま
で
に
は
約
１
カ
月
か
か
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

環
境
講
演
会

『
温
泉
熱
資
源
』
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に

関
す
る
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
へ

▶�任期　平成29年７月20日から平成32年７月
19日まで
▶�身分　非常勤の特別職
▶�主な役割　農地の権利移動等の申請の許可、
決定等の審査のための現地確認や会議への
出席、遊休農地の発生防止・解消、担い手
への農地集積の推進など
▶�推薦・応募の方法　農業者からの推薦、農
業者が組織する団体等からの推薦及び一般
応募
▶�募集人数　９人
▶�推薦または応募の資格　農業に関する識見
を有し、農業委員会の所掌に属する事項に
関し、その職務を適切に行うことができる
方であって、登別市に住所を有する方
▶�受付期間　平成29年１月６日㈮から平成29
年２月２日㈭まで
▶�推薦又は応募の手続き　農林水産グループ
備え付けの『登別市農業委員会委員候補者
推薦書』、『登別市農業委員会委員応募届
出書』に必要事項を記入し提出
▶�募集状況の公表　募集期間の中間と募集終
了後、本庁舎及び各支所に設置している市
掲示場と市ホームページに公表します。募
集に際し提出いただいた内容の一部が公表
されます。
※�任命にあたっては、推薦・応募された方に
ついて、関係者から意見聴取を行うなど総
合的に判断し、農業委員会の委員の選任に
ついて議会の同意を得て任命することとな
ります。
　�また、法律の定めにより農業委員会の委員
には、農業に従事していない者を１人以上、
認定農業者を５人以上任命することとして
いるほか、女性の任命について積極的に行
うこととしています。
▶問い合わせ　農林水産グループ
� （☎�２３２１）

　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、
農業委員会の委員の選出方法が市長の任命制
に変更されました。
　このため、平成29年７月19日任期満了後の
農業委員会の委員の推薦と応募を受け付けま
す。

登別市農業委員会の委員候補者
募集について

▲�マイナンバーカード
（表面）

▲�写真付きの住民基本台
帳カード（表面）
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備
え
付
け
の
専
用
用
紙
か
任
意
の

用
紙
に
①
案
件
名
、
②
住
所
、
③

氏
名
、
④
電
話
番
号
、
⑤
意
見
を

記
入
し
、
各
閲
覧
場
所
に
備
え
付

け
の
『
意
見
箱
』
に
投
函
す
る
か
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、

思
�
１
１
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：ki�

kaku@
city.noboribetsu.lg.jp

）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※�
事
務
事
業
に
関
連
の
な
い
ご
意
見

や
ご
要
望
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

意�

見
の
例
　
『
○
○
事
業
は
、
△
△

の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
も
っ
と
市

民
が
利
用
し
や
す
く
な
る
』
な
ど
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
意�

見
に
対
す
る
回
答
　
寄
せ
ら
れ
た

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
閲
覧
場
所
に
閲
覧
フ
ァ
イ
ル

を
備
え
付
け
ま
す

※�

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
に
対
し
て

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
は
公
表
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
２
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基

づ
き
、
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
を
公

表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

翌
年
度
以
降
の
事
業
改
善
や
予
算
編

成
の
参
考
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

案�

件
名
　
『
平
成
28
年
度
事
務
事
業

評
価
（
対
象
：
平
成
27
年
度
実
施

事
業
）
』

概�

要
・
目
的
　
事
務
事
業
評
価
は
、

市
の
事
務
事
業
の
有
効
性
や
必
要

性
を
客
観
的
に
評
価
・
点
検
す
る

こ
と
で
事
業
の
適
正
化
・
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の

透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す

募�

集
期
間
　
１
月
６
日
㈮
か
ら
２
月

５
日
㈰
ま
で

閲�

覧
場
所
　
本
案
の
全
文
は
、
市
役

所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
支
所
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
立
図

書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分

館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
企
画

調
整
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す

意�

見
の
提
出
方
法
　
各
閲
覧
場
所
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

　市は、市民の住環境の向上と市内関連産業の振興のため、住宅の改良を行う方を対象に、低利で融資を
行っています。

・住宅の増築
・住宅の全部、一部建て替え
・屋根の葺き替え
・内装、外装の張り替え
・塗装

・浴室の改修
・その他住宅本体の修繕
・住宅設備の取り換え
・植樹、造園工事
� など

・出入り口や廊下の幅員確保
・浴室や洗面所の改修工事

・床の段差の解消
・手すりの設置
� など

・太陽光発電設備（太陽電池を利用して電気を発生させる設備）
・風力発電設備（風力を発電に利用する設備）
・�太陽熱利用設備（太陽熱を給湯や暖房、冷房などの用途に利
用する設備）
・�雪氷冷熱利用設備（雪や氷の冷熱を冷蔵や冷房などの用途に
利用する設備）
　※雪や氷は、冷凍器を用いて生産したものを除く。
・燃料電池（燃料電池を利用して電気を発生させる設備）
� など

●対象
◦�本人または家族が所有する住宅で
あること

◦�20歳以上の方で市内に住所を有す
ること

◦�市税を滞納していないこと
◦�安定した収入があること
◦�市内に本店や支店のある建設業者
などにより工事を行うこと

◦�取扱金融機関が指定する保証の措
置を講じられること

※�詳しくは、市または取扱金融機関
に問い合わせください。

●限度額　300万円
●�保障措置や保証料　金融機関の定
めによります

●担保　原則無担保
●融資期間　10年以内
●償還方法　元利均等月賦返済
※ボーナス併用返済も可能です。
●申込方法
　�登別・室蘭市内の室蘭信用金庫、
北海道銀行、伊達信用金庫、北洋
銀行、北海道労働金庫の各店舗で
受け付け

登別市住宅改良促進特別融資をご利用ください

住宅改築・改修改良　　　金利：年1.95％（固定）

バリアフリー関連改良　　金利：年1.75％（固定）

新エネルギー関連改良　　金利：年1.20％（固定）

問い合わせ
商工労政グループ
（☎�２１７１）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



●高額介護合算療養費について
　『高額介護合算療養費』は、医療保険と介護
保険の両方を利用している世帯の自己負担を軽
減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が８月１日から翌年７月
31日までの１年間に支払った後期高齢者医療制
度と介護保険の自己負担額の合計が、表の自己
負担限度額を超えたときには、北海道後期高齢
者医療広域連合から申請書が送付されますので、
市に申請してください。
※�後期高齢者医療制度または介護保険のいずれ
かの自己負担額が０円の世帯は対象外です。
※支給額が500円以下の場合は支給されません。

●医療費通知を全受診者へ送付します
　これまで、北海道後期高齢者医療広域連合で
は、希望者を対象に医療費を半年ごとにまとめ
た医療費通知を送付していましたが、平成28年
９月分から全受診者（平成28年１月から６月ま
でに受診された方）に送付します。なお、発行
時期は９月と翌年３月です。

▶自己負担限度額
区分 限度額 負担割合

現役並み所得者 67万円 ３割
一般 56万円

１割住民税非
課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31万円
区分Ⅰ（※２） 19万円

（※１）世帯全員が住民税非課税である世帯。
（※２）世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員
が所得０円（公的年金の収入のみの場合その受給額
が80万円以下）または老齢福祉年金を受給している
世帯。
▶�問い合わせ　年金・長寿医療グループ
� （☎�２１３７）

【医療費通知の内容イメージ】

※�確定申告（医療費控除）の添付資料として使用す
ることはできません。

※�この通知は受診状況についてお知らせするもので
請求書ではありません。

◦�医療費の推移がわかるため、ご自身の健康状態
の把握や健康管理に活用できます。
◦�インフルエンザ予防や健康診査など、健康保持・
増進に役立つ情報が記載されています。
※�医療費通知が届きましたら、診療日数などに間
違いがないか確認してください。

知っていますか
医療費通知の活用方法

後期高齢者医療制度のお知らせ
～『高額介護合算療養費』と『医療費通知の送付』～

▶問い合わせ
　�北海道後期高齢者医療広域連合（☎０１１－２９
０－５６０１）または、年金・長寿医療グループ
（☎�２１３７）

受診年月
H28年１月
H28年２月

診療を受けた医療機関等

合　　 計

○○病院
××薬局

診療区分
医科外来

調剤

日数
１
１

医療費総額
18,000
10,000

28,000

自己負担額
1,800
1,000

2,800
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◎登別市受付
場　所 月　日 時　間 申告区分
市役所

１階６番窓口
（税務グループ）

１月６日㈮～20日㈮
（土・日曜日、祝日を除く）

 ９時～11時30分、
13時～16時30分

確定申告、
市・道民税申告

２月19日㈰、26日㈰
市役所

３階第１会議室
１月23日㈪～３月15日㈬
（土・日曜日、祝日を除く）

鷲別公民館 ２月20日㈪～22日㈬
登別温泉ふれあいセンター ２月24日㈮

婦人センター ２月27日㈪、28日㈫
※�申告により所得税の還付金が生じる方、市・道民税の申告をする方は１月６日㈮より申告することがで
きます。２月中旬ごろから混雑が予想されますので、書類が揃い次第早めに申告ください。
◎室蘭税務署受付

場　所 月　日 時　間 申告区分

室蘭税務署
室蘭地方合同庁舎２階

１月４日㈬～３月15日㈬
（土・日曜日、祝日を除く）

９時～17時
※�混雑が予想され
ますので、でき
るだけ16時ごろ
までにお越しく
ださい。

還付申告

２月16日㈭～３月15日㈬
（土・日曜日、祝日を除く） 確定申告

※所得税の納税が必要な方の確定申告の受付期間は、２月16日㈭から３月15日㈬までです。
▶�持ち物　印鑑（シャチハタ不可）、前年の収入金額を証明する書類（原本）、各保険料控除証明書類、
通帳（還付金が発生する場合）、マイナンバーカード（個人番号カード）または番号確認書類と身元確
認書類、障害者手帳など
▶注意事項
◦�医療費控除を受けられる方は、必ず『医療費の明細書』を作成の上でお越しください。作成されていな
い場合は申告を受け付けられません。医療費控除の明細書の作成見本と用紙は市役所本庁舎１階窓口６
番や各支所に備え付けています。
◦�確定申告書は、国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』で簡単に作成することができ、送
付または電子申告（ｅ

イ ー タ ッ ク ス

－Ｔａｘ）で提出できます。
◦�公的年金等の収入金額が400万円以下でその他の所得が20万円以下の方は確定申告が不要ですが、源泉
徴収された税額の還付を受ける場合は申告する必要があります。また、確定申告不要な方であっても、
市・道民税の算定にあたって、扶養や社会保険料・生命保険料・地震保険料・医療費控除などを追加し
たい場合は、市・道民税申告が必要です。

　マイナンバー制度の導入に伴い、マイナンバーカード（個人番号カード）または番号確認書類と身元確
認書類が必要となります。
　また、市役所で確定申告を行う場合、室蘭税務署に引き継ぐ際に写しの添付も必要となるため、事前に
写しをご用意ください。
※マイナンバーカードをお持ちでない方は、次の番号確認書類と身元確認書類が１つずつ必要です。

※個人番号カードの写しを添付する際は、表面と裏面の写しが必要です。
※�納税者以外に、控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者のマイナンバーについても記載が必要となるた
め、マイナンバーがわかるものを持参してください。

『平成２８年分の所得税・復興特別所得税確定申告』
『平成２９年度市・道民税申告』の受け付けが始まります

問い合わせ　税務グループ（☎�１１５５）、室蘭税務署（☎㉒４１５１）

＋
番号確認書類
◦�マイナンバー通知カード
◦�住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
（マイナンバーの記載があるものに限る）

身元確認書類
◦運転免許証　◦公的医療保険の被保険者証
◦パスポート　◦障害者手帳　◦在留カード
� などのうちいずれか１つ

18� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ２月18日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

２月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

１月28日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

１月27日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

１月19日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

１月12日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

成年後見制度に関
する定期巡回相談

１月10日㈫
10時30分～15時30分 市民会館 認知症や障がいなどで判断能

力が低下している方の財産管
理や契約手続きに関すること
など

室蘭成年後見支援
センター
（☎�５０６２）
※�月～土曜日の９時～
17時。

１月24日㈫
10時30分～15時30分 鷲別公民館

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）
※�12月29日㈭～平成
29年１月３日㈫ま
で休み。

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町３丁目）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

１月13日㈮・27日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

19 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
１
月
21
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
雪
遊
び
、
室
内
砂
遊
び
な
ど

持�

ち
物
　
防
寒
具
、
濡
れ
て
も
よ
い

服
装
、
着
替
え
、
飲
み
物

※�

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
１
月
25
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内�

容
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
活
動
や
利
用
方
法
の
説
明
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
交
流
な
ど

講
師
　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�
託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み

時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－
０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
２
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
豆
ま
き
、
製
作
、
手
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

定
員
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
１
月
16
日
㈪
か
ら
20

日
㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
１
月
24
日
㈫
11
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
大
き
い
か
る
た
を
使
っ
た
か

る
た
取
り
大
会

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申�

し
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－
０
８
６
５
）

日�

時
　
１
月
28
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内�

容
　
森
の
中
を
そ
り
で
移
動
し
な

が
ら
遊
ぶ

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

着
替
え
、
カ
ッ
プ
、
箸
な
ど

申�

し
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

豆
ま
き
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
　

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成28年９月６日～
９月24日生まれ）

２月８日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、
栄養相談、育児相
談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成28年４月１日～
５月10日生まれ）

２月１日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相
談、育児相談、遊
びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成27年７月生まれ）

２月22日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、
身体計測、栄養相
談、歯科相談、育
児相談、フッ素塗
布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成26年１月生まれ）

２月16日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、
尿検査、身体計測、
栄養相談、歯科相
談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

２月23日㈭
９時20分～10時

乳幼児の発育・発
達・育児・栄養な
どの相談

乳幼児健康相談� 診査

20� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』
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移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話

１月８日㈰
９時～11時

高砂歯科医院� （☎㊺８６２２）
室蘭市高砂町５丁目31－12

１月９日㈪
９時～11時

林歯科医院� （☎㊻２２２４）
室蘭市高砂町１丁目51－18

１月15日㈰
９時～11時

福田歯科� （☎㊺６１０６）
室蘭市輪西町２丁目８－２

１月22日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院� （☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２

１月29日㈰
９時～11時

福田歯科クリニック�（☎㉗５４２０）
室蘭市祝津町２丁目３－１

１月の歯科救急医療

子
ど
も
の
発
達
』
の
開
催

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

内�

容
　
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
体
操
、
運
動
遊
び
な
ど

定�

員
　
各
コ
ー
ス
10
組
（
申
し
込
み

順
）

申�

し
込
み
　
１
月
10
日
㈫
か
ら
13
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

○
火
曜
日
コ
ー
ス

日�

時
　
１
月
24
日
か
ら
３
月
７
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
11
時
50

分
（
全
７
回
）

○
木
曜
日
コ
ー
ス

日�

時
　
１
月
26
日
か
ら
３
月
９
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時
50

分
（
全
７
回
）

対�

象
　
２
歳
９
カ
月
か
ら
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日�
時
　
１
月
17
日
㈫
14
時
30
分
～
16

時
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
14
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
子
育
て
講
座
『
１
歳
前
後
の

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
昼
食
の

持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物
　
上
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所
　

◦�

１
月
11
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

１
月
16
日
㈪
10
時
～
15
時
…
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

１
月
18
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

◦�

１
月
25
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

日�

時
　
２
月
９
日
㈭
10
時
～
11
時
30

分
※�

悪
天
候
で
中
止
の
場
合
、
当
日
９

時
ま
で
に
各
家
庭
に
連
絡
し
ま
す
。

集
合
場
所
　
郷
土
資
料
館
駐
車
場

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
子
ど
も
・
保
護
者
と
も
に
、

飲
み
物
、
手
袋
、
帽
子
、
長
靴
、

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
な
ど

申�
し
込
み
　
１
月
16
日
㈪
か
ら
20
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

子
育
て
講
座

『
川
上
公
園
・
雪
で
遊
ぼ
う
』

日�

時
　
２
月
２
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の

家
族

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

内�

容
　
沐
浴
・
抱
っ
こ
・
お
む
つ
交

換
体
験
実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
、

交
流
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
６
日
㈮
か
ら
27
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

『
遊
び
の
広
場
』

３
歳
児
・
火
曜
日
コ
ー
ス

３
歳
児
・
木
曜
日
コ
ー
ス

21 すくすく子育て　いきいき健康



健

　康

い
き
い
き

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
抽
選
結
果
を
検
診
の
10
日
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
偶
数
月
生
ま
れ
の
40
歳
以
上

の
女
性

内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

費�

用
　
２
千
200
円
（
50
歳
以
上
は
１

千
900
円
）

※�

登
別
市
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
、
生
活

保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
無
料
で
す
。��

申�

し
込
み
　
１
人
に
つ
き
１
枚
の
申

し
込
み
で
、
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
、

希
望
す
る
日
時
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、
健
康
保
険
の
種
類
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

（
〒
059

－

０
０
１
６
片
倉
町
６
丁

目
９

－

１
、
思
�
０
１
１
１
、
Ｅ

メ
ー
ル
：shinta21@

city.no�
boribetsu.lg.jp

）

※�

３
月
11
日
㈯
に
受
診
で
き
な
い
方

は
、
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
、
製
鉄

記
念
室
蘭
病
院
、
日
鋼
記
念
病
院
、

室
蘭
・
登
別
健
診
セ
ン
タ
ー
で
個

別
受
診
で
き
ま
す
。
各
医
療
機
関

に
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

申�

し
込
み
　
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日
時
　
１
月
14
日
㈯
11
時
～
12
時

場�
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

内�

容
　
『
風
邪
』
と
漢
方
に
つ
い
て

な
ど

講�

師
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
・
皆み

な

川が
わ

夏な
つ

樹き

医
師

問
い
合
わ
せ
　
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
�
５
９
６
２
）

日
時
　
１
月
24
日
㈫
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
６
～
９
カ
月
児
と
そ
の
保
護

者
内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
・
定
員

３
月
11
日
㈯

◦
午
前
の
部
　
９
時
～
・
50
人

◦
午
後
の
部
　
13
時
～
・
40
人

医
療
相
談
会
と
講
習
会

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

平成29年度の
保育所入所児童を募集します

▶募集保育所
保育所名 所在地 電話番号 定員
富士保育所 富士町７丁目２－１ 85-2557 120人
鷲別保育所 鷲別町４丁目36－18 86-7254 120人
栄町保育所 栄町２丁目６－１ 86-9515 120人
幌別東保育所 幌別町８丁目17 88-0151 120人
登別保育所 登別本町２丁目25－９ 80-1133  60人
※定員を超えた場合、公正な選考により入所を決定します。
▶�入所対象　保護者の仕事や病気、出産（予定日の前後８週
間に限定）、家族の介護、求職活動などにより、日中に子
どもの保育が困難な家庭
▶�入所可能年齢　入所時点で満６カ月から小学校入学前まで
の子ども
▶保育内容
◦�開所日　月曜日～土曜日（祝日、12月31日から１月５日ま
での期間を除く）
◦�保育時間　７時15分から18時15分まで（19時15分までの１
時間の延長保育あり）
◦�休日保育　保護者が日曜日や祝日に勤務する場合は、富士
保育所で保育を実施
▶�申し込み　子育てグループや各保育所、各支所に備え付け
の申込書に必要事項を記入し、１月10日㈫から20日㈮まで
に子育てグループまたは各保育所に提出
※�申請書には世帯全員のマイナンバー（個人番号）の記入が
必要です。
▶問い合わせ　子育てグループ（☎�５６３４）

22� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

１
月
号

日�

時
　
２
月
４
日
㈯
13
時
５
分
～
、

14
時
45
分
～

内�

容
　
発
達
障
害
を
テ
ー
マ
に
し
た

映
画
の
上
映
と
感
想
会

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
大
学
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
（
室
蘭
市
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
『
発
達
障
害
　

の
映
画
を
観
る
会
』
・
今
野
さ
ん

�

（
☎
㊼
０
１
４
４
）

２
作
品
無
料
上
映
会

日
時
　
１
月
７
日
㈯
10
時
～

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
消
防
職
員
・
団
員
に
よ
る
分

列
行
進
、
消
防
団
員
の
永
年
勤
続

表
彰
、
西
胆
振
鳶と

び

土
木
工
事
業
連

合
組
合
と
西
胆
振
若わ

か

鳶と
び

会
に
よ
る

伝
統
芸
『
は
し
ご
乗
り
』
の
披
露

な
ど

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

日
時
・
内
容
　
１
月
７
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
年
神
様
と
お
正
月
、

お
正
月
と
う
さ
ぎ

②
13
時
30
分
…
お
に
ぎ
り

日
時
　
１
月
14
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

申�

し
込
み
　
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
１
月
28
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
１
月
22
日
㈰
11
時
（
受
け
付

け
は
10
時
か
ら
）

場�

所
　
富
士
会
館
（
富
士
町
７
丁
目

２

－

１
）

内�

容
　
５
段
以
上
と
４
段
以
下
で
ク

ラ
ス
分
け
し
た
ハ
ン
デ
ィ
戦

参�

加
料
　
１
千
円
（
登
別
棋
道
連
盟

会
員
は
500
円
）

持
ち
物
　
昼
食

問
い
合
わ
せ
　
同
連
盟

�
（
☎
�
１
２
５
３
）

展�

示
日
時
　
２
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

10
時
～
17
時
（
５
日
は
16
時
ま
で
）

※
表
彰
式
は
２
月
４
日
㈯
13
時
か
ら
。

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

対�

象
（
出
品
者
）
　
幼
児
、
小
・
中

学
生

課�

題
　
と
し
・
た
け
（
幼
児
）
、
も

ち
・
ゆ
め
（
小
学
１
・
２
年
生
）
、

正
月
・
文
化
・
平
和
（
小
学
３
・

４
年
生
）
、
活
気
・
大
地
・
天
光

（
小
学
５
・
６
年
生
）
、
希
望
・

和
気
・
松
風
（
中
学
生
）

※�

出
品
は
１
人
１
点
ま
で
で
、
小
学

生
以
下
は
楷
書
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

作�

品
の
規
定
　
小し

ょ
う

画が

仙せ
ん

紙し

２
分
の
１

（
縦
67
・
5
㌢
㍍
×
横
35
㌢
㍍
）

に
縦
書
き

※�

作
品
の
表
に
毛
筆
で
学
年
と
名
前

を
、
裏
の
左
下
に
鉛
筆
で
住
所
・

名
前
・
学
校
（
幼
稚
園
、
保
育
所
）

名
・
学
年
（
何
歳
児
）
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
１
月
24
日
㈫
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
持
参

（
小
・
中
学
生
は
各
学
校
に
提
出
）

問
い
合
わ
せ
　
同
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
１
月
18
日
㈬
19
時

場�

所
　
有
限
会
社
道
新
な
が
さ
わ

（
登
別
東
町
３
丁
目
３

－

３
）

内�

容
　
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
客
に
よ
く

使
う
商
業
者
向
け
の
中
国
語
や
韓

国
語
な
ど
の
日
常
会
話

申�

し
込
み
　
１
月
17
日
㈫
ま
で
に
登

別
商
店
会
・
成
田
さ
ん

　
（
☎
090

－

３
３
９
６

－

３
６
０
４
）

日�

時
　
２
月
２
日
㈭
・
６
日
㈪
・
９

日
㈭
・
13
日
㈪
・
16
日
㈭
・
20
日

㈪
18
時
30
分
～
20
時
（
全
６
回
）

場
所
　
市
民
会
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

内
容
　
初
級
英
会
話
（
日
常
会
話
）

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

持
ち
物
　
筆
記
用
具

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
１
月

27
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

平
成
29
年
登
別
市
消
防
出で

初ぞ
め

式し
き

映
画
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

市
立
図
書
館
休
館
情
報

日
常
会
話
初
級
勉
強
会

初
心
者
英
会
話
教
室

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

第
38
回
新
春
登
別
市
長
杯

争
奪
囲
碁
大
会

第
47
回
小
中
学
生
書
初
め
展

の
作
品
募
集

23 わくわくおでかけナビゲーション



期
間
　
１
月
10
日
㈫
～
31
日
㈫

場�

所
　
カ
フ
ェ
青
空
農
園
（
富
岸
町

１
丁
目
10

－

７
）

問
い
合
わ
せ
　
岩い

わ

浅さ

さ
ん

�

（
☎
�
１
１
４
５
）

日�

時
　
１
月
17
日
㈫
13
時
30
分
～

（
２
時
間
程
度
）

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
ベ
ゴ
ニ
ア
の

種
ま
き
か
ら
開
花

ま
で
の
生
育
方
法

定�

員
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講�

師
　
登
別
市
フ
ラ

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
・
戸と

田だ

憲け
ん

吉き
ち

さ
ん

申�

し
込
み
　
１
月
６
日
㈮
か
ら
16
日

㈪
ま
で
に
土
木
・
公
園
Ｇ

�

（
☎
�
４
１
１
５
）

日�

時
　
１
月
16
日
㈪
19
時
～
20
時
30

分
、
21
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
と
も
か
な

日�
時
　
２
月
11
日
㈯
13
時
20
分
～
16

時
30
分

場�
所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー
大
研
修
室
（
室
蘭
市
）

内�

容
　
子
ど
も
の
発
達
と
支
援
な
ど

に
関
す
る
講
演

講�

師
　
太
陽
の
園そ

の

作
業
療
法
士
・
福ふ

く

岡お
か

孝の
り

光こ

さ
ん
、
言
語
聴
覚
士
・
辻つ

じ

本も
と

舞ま
い

さ
ん

定
員
　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
２
月
４
日
㈯
ま
で
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業

（
勤
務
先
）
、
質
問
（
希
望
者
の

み
）
を
任
意
様
式
に
記
入
の
上
、

室
蘭
Ｌ
Ｄ
を
考
え
る
会
・
熊
谷
さ

ん
ま
で
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
思
㉓
１
９
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ル

：ld.in.m
uro@

gm
ail.com

）

問�

い
合
わ
せ
　
熊
谷
さ
ん

�

（
☎
㉓
１
９
２
３
）

内
容
　
筋き

ん

骨こ
っ

格か
く

の
仕
組
み
と
運
動

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

申�

し
込
み
　
１
月
12
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

教
育
講
演
会

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

展
示
会

み
ど
り
の
講
習
会
『
種
か
ら

花
を
育
て
よ
う
～
ベ
ゴ
ニ
ア
』

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

日時　１月28日㈯17時～19時
場所　らいば公園、若草中央公園
内容　
◦17時ごろ
　キャンドル点灯
◦17時～17時30分ごろ
　鬼来場（キャンドルのコラボレーション）
◦17時30分ごろ
　真冬の花火大会（噴出、手持ちなど多数）
※�このほか、あめ・お菓子などのすくい取
り（中学生以下）、温かいココア・甘酒
などを振る舞います。

問い合わせ　ＮＰＯ法人ライフサポート
　（☎０９０－２８７０－８８７１）

▶日時　１月28日㈯10時～21時
▶�場所　婦人センター（登別地区）、らいば公園（幌別
地区）、鷲別公民館（鷲別・若草地区）
▶�内容　『元

げん

鬼
き

ふりまき隊（豆まき隊）』が、市内の保
育所をはじめとする公共施設や店舗、飲食店、希望す
る家庭を練り歩きます。

※�各地区で、13時から出陣式や振る舞いなどを行うほか、
16時ごろからはイオン登別店内で、16時30分ごろから
はマックスバリュ登別店で、豆まきなどを行う予定で
す。

～募集します～
○�『元鬼ふりまき隊』の訪問を希望される施設やご家庭
は、１月17日㈫から20日㈮までに申し込み
○�『元鬼ふりまき隊』や各会場のお手伝いとして参加を
希望される方は、１月20日㈮までに申し込み
▶申し込み・問い合わせ　鬼まつり実行委員会事務局
� （登別商工会議所内・☎�４１１１）

内�容　①創作、②評論、③郷土史、④自分史、
⑤児童文学、⑥紀行文、⑦随筆、⑧詩、⑨短
歌、⑩俳句、⑪川柳、⑫その他
作品規定　400字詰めの原稿用紙で提出
※�①～⑤は30枚以内、⑥は20枚以内、⑦は５枚
以内、⑧は２枚以内、⑨～⑪は１人５首（句）
以内とします。
※�原稿をパソコンなどで作成する場合は、ＵＳ
Ｂメモリーなどを添えてください。
※�応募は１人２作品まで（うち１作品は⑧詩、
⑨短歌、⑩俳句、⑪川柳に限ります）。
※�出品者には、①～⑥は５冊、⑦は２冊、⑧～
⑪は１冊の発行物を購入していただきます。
※原稿は審査をすることがあります。
申�し込み方法　３月31日㈮までに郵送で登別市
文化協会市民文芸係（〒059－0012　中央町
５丁目21－12　青少年会館内）
発行予定時期　７月31日㈪
問い合わせ　同協会・小林さん（☎�２１９４）

文芸のぼりべつ３６号原稿募集

2017年　鬼まつり キャンドルフェスティバル
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お得な市民先行エントリーのお知らせ
第42回登別こいのぼりマラソン ５月14日日９時開催

期間限定

日
時
　
１
月
29
日
㈰
15
時

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
ブ
ル
ー
ス
亭て

い

た
く
馬ま

に
よ
る

落
語
と
サ
ウ
ザ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
に

よ
る
講
談

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

入�

場
料
　
１
千
円
（
お
茶
と
お
菓
子

付
き
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花
な
ど
で
販
売

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

日
時
　
２
月
５
日
㈰
15
時

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
登
別
在
住
の
女
性
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
『
つ
ん
』
の
初
Ｃ
Ｄ
発
売

記
念
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

定�

員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

入�

場
料
　
１
千
500
円
（
お
や
つ
付
き
、

ド
リ
ン
ク
代
は
別
途
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

日�

時
　
２
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
18

日
㈯
10
時
～
14
時
30
分

場
所
　
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

対�
象
　
リ
フ
ト
に
乗
れ
る
小
学
生
以

上
定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
３
千
500
円
（
３
日
分
）

※
別
途
、
リ
フ
ト
代
が
掛
か
り
ま
す
。

持�

ち
物
　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
用
品
、
昼

食
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
10
日
㈫
か
ら
20
日

㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
２
月
４
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
１
セ
ッ
ト
（
男
び
な
、
女

び
な
）
300
円

申�

し
込
み
　
１
月
13
日
㈮
か
ら
27
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花
な
ど
で
販
売

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

の
ぼ
り
べ
つ
演
芸
会

バ
レ
ン
タ
イ
ン
Ｌラ

イ

ブ

Ｉ
Ｖ
Ｅ

初
心
者
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

お
ひ
な
さ
ま
人
形
づ
く
り
教
室

　市民の皆さんや市内の学校に通学している方、市内の
企業に勤務している方は、１月13日㈮から２月15日㈬ま
でに市民先行エントリーに申し込むと、通常料金よりも
お得な料金で参加できます。
　豊富な参加賞をはじめ、市民先行エントリー限定の特
典もありますので、ぜひこの期間にお申し込みください。
　今大会から、大会を盛り上げてくれる『コスプレラン
ナー』に特別賞を追加するほか、ランナー３人がチーム
を組んで合計タイムを競う『団体戦』を追加しました。
※『団体戦』については、別途申し込みが必要です。

市街地を駆け抜ける３㌔㍍・５㌔㍍と適度な
高低差がある10㌔㍍のコースです。

▶申し込み方法
　市役所や市民会館、各支所、市民活動
センター、市民プール、アーニスなどに
備え付けまたは市ホームページ掲載の
『第42回登別こいのぼりマラソン参加申
込書』に必要事項を
記入の上、参加料と
合わせて市民会館、
市民活動センター、
市民プール、アーニ
スのいずれかに持参

JR幌別駅

市営陸上
競技場

市役所

コンビニ
エンスストア

コンビニ
エンスストア

富士
2号公園

北海道銀行

5㌔㍍
折り返し

10㌔㍍
折り返し

岡志別の森
運動公園

アーニス

スタート・ゴール

3㌔㍍

コンビニ
エンスストア

問い合わせ　登別こいのぼりマラソン実行委員会（社会教育グループ内・☎�１１２９）

▶種目・料金� ※５月14日時点の年齢など
距離 区　　　分 お得な市民料金 通常料金

10㌔㍍
高校生～39歳の部（男子の部・女子の部） 2,700円

高校生は1,500円
3,000円

高校生は2,000円
40歳～59歳の部（男子の部・女子の部） 2,700円 3,000円
60歳以上の部（男子の部・女子の部） 2,700円 3,000円

５㌔㍍

中学生の部（男子の部・女子の部） 800円 1,000円

高校生～39歳の部（男子の部・女子の部） 2,700円
高校生は1,500円

3,000円
高校生は2,000円

40歳～59歳の部（男子の部・女子の部） 2,700円 3,000円
60歳以上の部（男子の部・女子の部） 2,700円 3,000円

３㌔㍍
小学生１～３年の部（男子の部・女子の部） 800円 1,000円
小学生４～６年の部（男子の部・女子の部） 800円 1,000円
親子（小学生とその親一人） １組2,500円 １組3,000円

最新の情報はこちらから

ＵＲＬ：ｈｔｔｐs://ｗｗ
ｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ/ｋ
ｏｉｎｏｂｏｒｉｍａｒａsｏｎ/
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のぼりん展示コーナー

申し込み・問い合わせ☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

日�時　１月16日㈪10時～
12時
内�容　初心者向けの曲を
練習します
定員　５人（申し込み順）

大正琴教室（岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師）

日�時　１月21日㈯14時～
16時
内�容　江差追分の歌い方
を学びます
定員　20人（申し込み順）

江差追分道場（石
いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）

日時　毎週金曜日19時45分～20時30分
内容　ヨガ教室
定員　各日10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　前日までにのぼりん

ヨガ教室

日�時　１月28日㈯10時～
12時
対象　小学生以上の方
内�容　講師による対局指
導をします
定員　20人（申し込み順）

囲碁教室（保
ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）

日�時　１月22日㈰10時～�
12時
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

子ども将棋教室（佐
さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）

日時　１月19日㈭13時30分～15時
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
持ち物　動きやすい服装（手足にお灸をします）
申し込み　１月18日㈬までにのぼりん

ツボ押しとお灸体験（登別お灸倶
く

楽
ら

部
ぶ

主催）

期間　１月26日㈭～30日㈪（30日は14時まで）

登別人物デッサンサークル展
（登別人物デッサンサークル主催）

のぼりんイベント

日時　毎週月曜日19時30分～20時15分
内�容　体のゆがみや痛み、力
みなどの原因にもなる骨盤
を正しい位置に整え、美し
い脚や姿勢をつくる骨格バ
ランストレーニング

定員　各日10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　前日までにのぼりん

女性のためのナイトリフレッシュ

のぼりんナイトカルチャー

日時　１月18日㈬13時30分～15時30分
定員　30人（申し込み順）
※説明は、ワード2010以降対応のもので行います。
申し込み　前日までに渡邊さん（☎�１８６４）

ワードで写真加工
（メロウネット主催・森

もり

　芳
よし

樹
き

講師）
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　誰でもいつでも遊べる遊び場を充実させている
ほか、子どもから大人まで楽しめるイベントや日
替わりプログラムを用意しています。
日時　１月13日㈮～15日㈰10時～15時
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
※�参加するプログラムによって、申し込みの有無
や参加料が異なりますので、詳しくは問い合わ
せください。

冬休みスペシャルウィーク

　そりなどの冬遊びや雪像コンテストを行います。
日時　２月５日㈰10時～15時
持ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着など
申し込み　２月５日㈰10時までにふぉれすと鉱山

冬まつり

　雪の上にできた動物の足跡や痕
こん

跡
せき

を探して、冬
を楽しみます。
日時　１月14日㈯10時～12時
定員　15人（申し込み順）
※小学生以下は、保護者同伴。
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　１月14日㈯10時までにふぉれすと鉱山

アニマルトラッキング

　鉱山の森を歩いたり滑ったりして楽しみます。
日時　１月22日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　１月21日㈯までにふぉれすと鉱山

ネイチャースキー

　スキー靴の履き方など、基本的なことから教え
ます。森の中でスキーに挑戦してみませんか。
日時　１月21日㈯10時～12時30分
対象　４歳～小学４年生
定員　15人（申し込み順）
参加料　800円
持�ち物　スキー用具一式、スキーウェアなどの防
寒着、着替え、手袋２つ以上など
申し込み　１月20日㈮までにふぉれすと鉱山
※�１月28日㈯・29日㈰10時～12時30分にも、２日
間の子どもスキー教室を行います。詳しくは問
い合わせください。

子どもスキー教室

　一面真っ白になった銀世界を歩いて、冬の森の
散策を楽しみます。
日時　１月25日㈬10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着など
申し込み　１月24日㈫までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク

　冬の里山を散策し、手入れを行います。
日時　１月28日㈯10時～12時
参加料　100円（18歳以上の方は200円）
持�ち物　野外で活動できる服装、防寒着、軍手な
ど

申し込み　１月27日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　冬の林道を『歩くスキー』で楽しみます。
日時　１月25日㈬10時～12時30分
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　１月24日㈫までにふぉれすと鉱山

ちょこっと歩くスキー

　約10㌔㍍の林道を『歩くスキー』で楽しみます。
※�雪の状態次第で、コースを変更する場合があり
ます。

日時　１月29日㈰10時～15時
対象　スキーで10㌔㍍以上歩ける中学生以上
定員　15人（申し込み順）
参加料　900円
持�ち物　野外で活動できる服装、防寒着、昼食、
飲み物など

申し込み　１月27日㈮までにふぉれすと鉱山

歩くスキー遠足

　冬の森を歩くための道具『ネイチャースキー』
を使って、雪景色を楽しみながら全身運動をしま
す。
日時　２月５日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　２月４日㈯までにふぉれすと鉱山

ちょこっとスノーハイク
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今月の新着図書
市立図書館
☎�4324

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

若いチカラが登別の未来を創る

※�平成28年12月28日㈬から平成29年１月６日㈮までは、年末年始のた
め休みます。

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は 6 カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

こどものほん

ゆずります（売ります）

●収納箱（プラスチック製・50㌢㍍×35㌢㍍×28㌢㍍）●衣装用
ケース（プラスチック製・半透明・ふた付き）●餅つき器（味噌
羽根付き一升用）●学習机（木製）●バスケットゴール（子ども
用）●果実酒用容器（1．8㍑）●スキー用手袋（Ｌサイズ）●Ｌ
Ｐレコード（ジャズ）85枚●山菜用リュック

ゆずってください（買います）

●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●スキー用バッグ●登別青嶺
高校男子制服（Ｍサイズ）●地球儀●事務用椅子（背もたれ付き）
●ミキサー

12
月
17
日
㈯
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
で
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ

シ
ャ
ル
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
校
内

の
ロ
ビ
ー
や
廊
下
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

装
飾
を
行
っ
た
ほ
か
、
参
加
し
た
高

校
生
や
保
護
者
の
方
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
要
素
を
加
え
た
各
学
科
の
実
習
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
同
校
食
堂
で
ク
リ
ス
マ
ス

仕
様
ラ
ン
チ
の
無
料
提
供
も
行
い
、

参
加
者
に
好
評
で
し
た
。

現
在
、
『
第
８
回
北
海
道
高
校
生

日
時
　
１
月
21
日
㈯
・
29
日
㈰

　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
体
験

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

１
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�『第８回北海道高校生イラストコンテ
スト』作品募集ロゴ

▲�『体験入学クリスマススペシャル』を
楽しむ高校生

イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
作
品
・

デ
ジ
タ
ル
作
品
の
ど
ち
ら
で
も
応
募

可
能
で
す
。
郵
送
の
ほ
か
、
同
校
窓

口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
優
秀

賞
に
は
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
高
校
生
の
方
は
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nkhs.ac.jp/cont�
est/illust/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

天
てん

子
し

蒙
もう

塵
じん

 第1巻
浅
あさ

田
だ

　次
じ

郎
ろう

�著
　清朝最後の皇帝・溥

ふ

儀
ぎ

は、イギ
リス亡命を望む正

せい

妃
ひ

と、史上初め
て中華皇帝との離婚に挑んだ側

そく

妃
ひ

とともに、北京から天津へ…。時
代の波に呑み込まれた男女の悲劇
と、壮大な歴史の転換点を描く。

◇恋のゴンドラ� 東
ひがし

野
の

　圭
けい

吾
ご

�著
◇慈

じ

雨
う

� 柚
ゆ

月
づき

　裕
ゆう

子
こ

�著
◇江戸を愛して愛されて� 杉

すぎ

浦
うら

日
ひ

向
な

子
こ

�著

昆
こん

虫
ちゅう

たちの世
よ

渡
わた

り術
じゅつ

　進
しん

化
か

の歴
れき

史
し

の中
なか

で『小
ちい

さく生
い

き
る』ことを選

せん

択
たく

した昆
こんちゅう

虫は、その
結
けっ

果
か

1000万
まん

種
しゅ

類
るい

ともいわれる地
ち

球
きゅう

最
さい

大
だい

の動
どう

物
ぶつ

グループとなった。こ
の世

せ

界
かい

でもっとも多
た

様
よう

性
せい

があり、
環
かん

境
きょう

に適
てき

した生
い

き物
もの

である昆
こんちゅう

虫の
生
い

き延
の

びる知
ち

恵
え

を紹
しょう

介
かい

する。

海
うん

野
の

　和
かず

男
お

�著

◇たまちゃんとあかちゃん� どい　かや�さく
◇ふって!ふって!バニー� クラウディア・ルエダ�さく
◇工

こう

場
じょう

見
けん

学
がく

のお客
きゃく

さま� みずの�よしえ�作

28� 日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書



登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

大
切
な
老
後
の
お
金
を
守
ろ
う

心
も
体
も
生
き
生
き
と

「
鉄
南
き
ず
な
号
」
で
買
い
物
支
援

手
づ
く
り
作
品
展
で
地
域
交
流

　
新
川
町
内
会
は
、
登
別
消
費
者
協

会
の
方
を
招
い
て
『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』

や
『
還
付
金
詐
欺
』
な
ど
の
悪
質
詐

欺
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
悪
質
商
法
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

て
、
訪
問
販
売
を
断
る
コ
ツ
を
習
得

し
た
後
、
同
協
会
役
員
に
よ
る
詐
欺

の
手
口
の
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、
改
め

て
詐
欺
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

　
鷲
別
１
丁
目
町
内
会
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
け
い
あ
い
」
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
人
暮

ら
し
の
方
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た

め
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
サ
ロ

ン
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
活
動
は
、
認
知
症
予
防
の

話
や
手
足
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
語

り
合
う
な
ど
、
楽
し
く
集
え
る
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
、
75
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
世
帯

を
対
象
に
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

前
と
午
後
に
、
無
料
買
い
物
支
援
車

『
鉄
南
き
ず
な
号
』
の
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
町
内
会
役
員
が
利
用
者
の
自
宅
か

ら
中
央
町
や
桜
木
町
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
へ
送
迎
。
交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
若
山
団
地
町
内
会
は
、
11
月
３
日

の
文
化
の
日
に
ち
な
み
、
日
頃
の
文

化
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
文
化
祭

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
か
ら
の
絵
画
や
魚
拓
、
絵
手

紙
、
軍
手
で
作
っ
た
人
形
な
ど
の
多

彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
空

き
瓶
を
利
用
し
た
飾
り
物
づ
く
り
体

験
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
、
和

や
か
な
地
域
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

新
川
町
内
会

�

会
長
　
由ゆ

井い

　
武た

け

彦ひ
こ

　
　

鷲
別
１
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
加か

藤と
う

　
清き

よ

之ゆ
き

　
　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

若
山
団
地
町
内
会

�

会
長
　
高た

か

橋は
し

　
正ま

さ

美み
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人のうごき（平成28年11月末日現在）／人口49,486（－4）世帯24,966（±0）（　）は前月比

問い合わせ　登別観光協会（☎�３３１１）

　
登
別
温
泉
の
多
彩
で
豊
富
な
湯
量
が
尽
き
る
こ
と
の
な
い

よ
う
祈
願
し
、
天
与
の
効
能
に
感
謝
を
す
る
祭
り
で
す
。

　
節
分
の
日
に
、
閻え

ん

魔ま

大
王
の
使
者
で
あ
る
赤
鬼
・
青
鬼
の

『
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

』
が
温
泉
街
を
練
り
歩
き
、
皆
さ
ん
の
厄
を
払
い

ま
す
。
『
湯
鬼
神
』
が
来
た
ら
『
福
は
内
』
と
豆
を
ま
い
て

厄
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

※都合により時間・催し物を一部変更する場合があります。

３
日
㈮

時　　間 行　　事 場　　所

13時～15時
カルルス温泉訪問
湯治客を訪問し、湯鬼神か
ぐらと厄払い

カルルス温泉

18時～ 源泉汲み上げ・分湯式
湯まつり開始セレモニー 泉源公園

18時30分～ 絵馬昇天お焚
た

き上げ 泉源公園

19時～21時 厄払い湯
ゆ

鬼
き

神
じん

訪問 登別温泉街

21時～21時30分 湯鬼神かぐら、子宝もちつ
き舞、甘酒・餅ふるまい 泉源公園

21時30分～22時30分 厄払い湯鬼神群舞 登別温泉街

４
日
㈯

時　　間 行　　事 場　　所

18時～20時10分 厄払い湯鬼神訪問 ホテル・旅館

20時30分～21時 湯鬼神かぐら、子宝もちつ
き舞、甘酒・餅ふるまい 泉源公園

21時10分～21時30分 源泉湯かけ合戦 泉源公園

第
46
回
登
別
温
泉

第
46
回
登
別
温
泉

ま
つ
り
ま
つ
り

湯湯

2 月 3 日金
4 日土

　『初打ち』とは、刀工などの職人
が、１年の仕事の安全を祈願し仕事
場を清める伝統儀式です。
　砂鉄を原料として造られ、日本刀
の材料として使われる玉

たま

鋼
はがね

を真っ赤
に焼き、鎚

つち

で打って鍛えます。
　自由にご覧になれますので、ぜひ
お立ち寄りください。
▶日時　１月８日㈰10時～
▶場所　黎

れい

明
めい

観
かん

刀
かたな

鍛
か

冶
じ

工房
※詳しくは、問い合わせください。
▶問い合わせ　伊達観光物産公社
� （☎０１４２㉕５５６７）

第10回ＢＢＱ o
オ ン

n Ｉ
ア イ ス

ＣＥ＠
Ｓ

シ ラ オ イ

ＨＩＲＡＯＩ 刀鍛冶伝統行事『初打ち』冬休み科学館祭

　日替わりで、実験教室や工作教室
を開催します。各教室の整理券は、
当日10時から配布します。一部、教
材費が必要な教室もあります。
▶�日時・場所　１月８日㈰・９日㈪
10時～16時・室蘭市青少年科学館
▶�入館料　300円（高校生100円、中
学生以下と70歳以上は無料）
▶プラネタリウム入場料　140円
　�（高校生50円、中学生以下40円、
幼児は無料）
▶問い合わせ　室蘭市青少年科学館
� （☎㉒１０５８）

▶�日時　２月11日㈯・12日㈰10時～
15時
▶�場所　白老町ポロト湖特設会場イ
ンフォメーションセンター前
▶�料金　氷上手ぶらバーベキュー
コース2,500円（当日券は3,000円）
▶�内容　白老産牛と豚焼肉セット
160㌘、焼き野菜、おにぎり、ワ
ンドリンク、狩猟体験ゲームなど
※�前売り券のチケット購入など詳し
くは問い合わせください。
▶問い合わせ　白老観光協会
� （☎０１４４�２２１６）


